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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ムーンフェーズを表示するムーンフェーズ表示機構であって、
　上側ディスク、即ち、ムーンダイヤル（１）と、このムーンダイヤルと同心に取付けら
れた下側ディスク、即ち、ムーン表示器（２）とを有し、これらのディスクの一方が他方
に対して回転可能に取付けられており、
　前記ムーンダイヤル（１）は、地球の北半球及び南半球におけるムーンフェーズの異な
る見え方を反映させるために、２つの窓（１ａ、１ｂ）を有することを特徴とするムーン
フェーズ表示機構。
【請求項２】
　地球の北半球及び南半球におけるムーンフェーズの異なる見え方を反映させ、北半球と
南半球の両方のムーンフェーズが同時に表示されるように構成されている、請求項１に記
載のムーンフェーズ表示機構。
【請求項３】
　地球の北半球及び南半球におけるムーンフェーズの異なる見え方を反映させ、一方のム
ーンフェーズが表示されるように構成されている、請求項１に記載のムーンフェーズ表示
機構。
【請求項４】
　前記ムーン表示器（２）は、前記ムーンダイヤルに向けられた表面にグラフィックデザ
インを有し、前記ムーンダイヤル（１）の窓（１ａ,１ｂ）と協働して、ムーンフェーズ
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を表示する、請求項１～３の何れか１項に記載のムーンフェーズ表示機構。
【請求項５】
　前記ムーン表示器（２）のグラフィックデザインは、照明されていない月面の部分を表
す少なくとも１つの暗い領域（２ａ）と、月面の照明されている部分を表す少なくとも１
つの明るい領域（２ｂ）とを有する、請求項１～４の何れか１項に記載のムーンフェーズ
表示機構。
【請求項６】
　前記ムーン表示器（２）のグラフィックデザインは、前記ムーンダイヤル（１）の窓（
１ａ，１ｂ）の寸法を有する２つの円形の暗い領域と、明るい背景とを有する、請求項１
～５の何れか１項に記載のムーンフェーズ表示機構。
【請求項７】
　前記ムーン表示器（２）のグラフィックデザインは、前記ムーンダイヤル（１）の窓（
１ａ，１ｂ）の寸法と一致する半径を有する２本の弓形の分割線によって互いに対して境
界決めされた暗い領域及び明るい領域を有する、請求項５に記載のムーンフェーズ表示機
構。
【請求項８】
　前記ムーンダイヤル（１）の窓（１ａ，１ｂ）は、前記ムーンダイヤルの中心の両側に
且つそれから等距離に配置されている、請求項１～７の何れか１項に記載のムーンフェー
ズ表示機構。
【請求項９】
　ムーン表示器車（４）及び前記ムーンダイヤル（１）が同期して回転し且つ前記ムーン
表示器（２）が静止しているように、前記ムーン表示器車（４）及び前記ムーンダイヤル
（１）がシャフト（３）に取付けられている、請求項１～８の何れか１項に記載のムーン
フェーズ表示機構。
【請求項１０】
　前記ムーン表示器車（４）及び前記ムーン表示器（２）が同期して回転し且つ前記ムー
ンダイヤル（４）が静止しているように、前記ムーン表示器車（４）及び前記ムーン表示
器（２）がシャフト（３）に取付けられている、請求項１～８の何れか１項に記載のムー
ンフェーズ表示機構。
【請求項１１】
　日車（６）に取付けられ且つ駆動力を送り続ける星型日車（６ａ）を、１日に１回１歯
だけ前進させ、それにより、前記日車（６）がムーンフェーズ中間車（５）を介して前記
ムーン表示器車（４）を駆動する、請求項９又は１０に記載のムーンフェーズ表示機構。
【請求項１２】
　請求項１～１１の何れか１項に記載のムーンフェーズ表示機構を有する時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上側ディスクであるムーンダイヤルと、このムーンダイヤルと同心に取付け
られた下側ディスクであるムーン表示器とを有し、これらのディスクの一方が他方に対し
て回転可能に取付けられている、ムーンフェーズを表示するムーンフェーズ表示機構に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　かかるムーンフェーズ表示機構は、多数の実施形態、特に、複雑時計に利用可能であり
、例えば、複雑時計のいくつかの２次的な表示の１つとして使用されている。ムーンフェ
ーズの表示は、多くの場合、地球及び太陽に対する月の複雑な運動の１つ又はいくつかの
側面を反映しているに過ぎず、地球から観察されるムーンフェーズになる。更に詳細には
、この種類の伝統的な表示は、地球の北半球及び南半球においてムーンフェーズの見え方
が異なるという点でムーンフェーズの現実的な表現ではなく、即ち、一方の半球のムーン
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フェーズがほぼ正しく表現され、他方の半球で観察されるムーンフェーズが現実的に表現
されていない。
　このことに関して、太陽に照明されて地球上の観察者がみることができる月面の部分が
太陽、地球及び月の相対位置に依存し、それに加えて、観察者が見ることができる部分に
より与える印象が地球上の観察者の位置に依存することに、特に注目すべきである。この
ことは、観察者の正確な位置、緯度又は季節に依存して、例えば、北半球の観察者が月面
のだいたい右半部において満ちてくる照明部分に出会うのに対し、南半球の観察者が月面
のだいたい左半部において満ちてくる照明部分に出会うことを意味している。欠けていく
月については、反対のことがちょうど当てはまる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、上述した種類の既知の装置ではなく、地球の北半球及び南半球におけ
るムーンフェーズの異なる見え方をディスプレイ中に反映させ、できるだけ実物通りの画
、即ち、地球から見えるような月面の明るい部分及び暗い部分の位置と寸法の両方を簡単
な手段で提供する、ムーンフェーズの表示機構を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この機構は、地球の北半球及び南半球におけるムーンフェーズの異なる見え方をディス
プレイの中に反映させるために、２つの窓を有するムーンダイヤルによって特徴付けられ
る。
　本発明によるムーンフェーズ表示機構の１つの実施形態は、地球の北半球及び南半球に
おいて見え方が異なるムーンフェーズを、北半球及び南半球の両方について同時的に表示
する。
　本発明によるムーンフェーズ表示機構の別の実施形態は、地球の北半球及び南半球にお
けるムーンフェーズの見え方を反映させ、前もって定めた半球の一方についてムーンフェ
ーズを表示させる。
【０００５】
　また、本発明の実施形態において、好ましくは、ムーン表示器は、ムーンダイヤルに向
けられた表面にグラフィックデザインを有し、ムーンダイヤルの窓と協働して、ムーンフ
ェーズを表示する。
　また、本発明の実施形態において、好ましくは、ムーン表示器のグラフィックデザイン
は、照明されていない月面の部分を表す少なくとも１つの暗い領域と、月面の照明されて
いる部分を表す少なくとも１つの明るい領域とを有する。
　また、本発明の実施形態において、好ましくは、ムーン表示器のグラフィックデザイン
は、ムーンダイヤルの窓の寸法を有する２つの円形の暗い領域と、明るい背景とを有する
。また、さらに好ましくは、本発明の他の実施形態では、ムーン表示器のグラフィックデ
ザインは、ムーンダイヤルの窓の寸法と一致する半径を有する２本の弓形の分割線によっ
て互いに対して境界決めされた暗い領域及び明るい領域を有する。
　また、本発明の実施形態において、好ましくは、ムーンダイヤルの窓は、ムーンダイヤ
ルの中心の両側に且つそれから等距離に配置されている。
【０００６】
　また、本発明の１つの実施形態では、ムーン表示器車及びムーンダイヤルが同期して回
転し且つ前記ムーン表示器が静止しているように、ムーン表示器車及びムーンダイヤルが
シャフトに取付けられている。また、本発明の他の実施形態では、ムーン表示器車及びム
ーン表示器が同期して回転し且つムーンダイヤルが静止しているように、ムーン表示器車
及びムーン表示器がシャフトに取付けられている。
　また、上記実施形態において更に好ましくは、日車に取付けられ且つ駆動力を送り続け
る星型日車を、１日に１回１歯だけ前進させ、それにより、日車がムーンフェーズ中間車
を介してムーン表示器車を駆動する。
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　また、本発明により、上述のムーンフェーズ表示機構を有する時計が提供される。
　更なる利点が、図面を参照して発明の詳細を示す以下の説明から生じる。
　添付図面は、概略的に且つ例示として、本発明によるムーンフェーズ表示機構のいくつ
かの実施形態を表している。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　最初、図１ａ～図１ｄを使用して、本発明によるムーンフェーズ表示機構の主な構成要
素及び原理を説明する。
　図１ａに概略的に示すように、ムーンフェーズ表示機構は、第１の即ち上側のディスク
であるムーンダイヤル１を有し、このムーンダイヤル１には、２つの窓１ａ、１ｂが形成
されている。これらの２つの窓１ａ、１ｂは、月面を、ムーンダイヤル１の表面の中心の
両側に且つそれから等距離に位置する円形領域として表示するように形成されている。
　ムーンフェーズ表示機構は、更に、図１ｂに例示した第２の即ち下側のディスクである
ムーン表示器２を有している。図１ｃに概略的に示すように、ムーン表示器２は、ムーン
ダイヤル１の下に同心に配置されており、ムーンダイヤル１の窓１ａ、１ｂを通して目で
見ることができる背景として機能する。従って、ムーン表示器２は、そのムーンダイヤル
１に向けられた表面に、ムーンダイヤル１の窓１ａ、１ｂと協働してムーンフェーズを表
示するのに適したグラフィックデザインを有している。
【０００８】
　ムーン表示器２のグラフィックデザインは、概略的には、照明されていない月面の部分
を表す少なくとも１つの暗い領域２ａと、照明されている月面の部分を表す少なくとも１
つの明るい領域２ｂとを有する。このことは、色、明るさの等級、又はこれらと同様の結
果を生じさせる任意その他の手段を用いて認識される。この実施形態では、一例として、
暗い領域２ａは、ムーン表示器２側と反対側の面、例えば、時計の文字盤上に見られるム
ーンダイヤル１の上面と一致するように選択される。
　更に詳細には、図１ｂに示すように、ムーン表示器２のグラフィックデザインは、ムー
ンダイヤル１の窓１ａ、１ｂと同じ寸法を有し且つ明るい背景２ｂと対照をなす２つの円
形の暗い領域２ａを有している。ムーンダイヤル１の窓１ａ、１ｂと同様、これらの円形
の暗い領域は、ムーン表示器２の表面の中心の両側に且つそれから等距離に位置し、従っ
て、これらの円形の暗い領域２ａが窓１ａ、１ｂと重なるとき、円形の暗い領域２ａは、
窓１ａ、１ｂを通して完全に目で見ることができる。
　従って、図１ｃを見て分かるように、２つのディスク１、２を互いに対して回転させる
とき、これらの２つのディスク１、２の相対的な配置に応じて、所定の寸法の明るい部分
が目で見えるようになり、明るい部分は、その時点で見ることができる三日月の範囲、か
くして、ムーンフェーズを表すことになる。
　概略的に図１ｄに示すように、かかるムーンフェーズの表示をその他の表示と共に時計
に組込むことができ、例えば、上述したムーンフェーズ表示機構は、２次的表示として使
用される。
【０００９】
　図２ａから図２ｄに、２つのディスク１、２の上述した相対的な配置のうちの４つを例
示として示す。この選択された例は、図１ｂによるムーン表示器２の背景イメージによる
ものである。図１ｃ及び図１ｄの矢印で示すように、ムーンダイヤル１を、静止したムー
ン表示器２の上で時計方向に回転させると仮定すれば、満月（図２ａ）から欠けつつある
月（図２ｂ）及び新月（図２ｃ）を経て満ちつつある月（図２ｄ）までの異なるムーンフ
ェーズが再現されることが分かる。ここで特に注目すべきことは、ムーンダイヤル１の２
つの窓１ａ、１ｂと図１Ｂによるムーン表示器２の背景のデザインとを備えたムーンフェ
ーズ表示機構のこの実施形態では、北半球と南半球のムーンフェーズを同時的に表すこと
が可能であることであり、最初に説明したように、ムーンフェーズを表すとき、月面の照
明される部分の位置を現実のものに近づけることが可能である。即ち、ムーンフェーズ表
示の上半部は、地球の北半球から見ることができるムーンフェーズを示し、その下半部は
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、南半球から見ることができるムーンフェーズを示す。図１ｄに示すように、使用者がよ
り簡単に理解できるように、例えば、赤道を表す２つの水平線及び／又は適当な文字、記
号又は絵文字からなる案内表示を時計の文字盤上に設けるのが良い。
【００１０】
　ムーン表示器２のグラフィックデザインを、ムーン表示器２の機能又は本発明の基本的
なアイデアを変えることなしに、多数、変化させることができる。例えば、下側ディスク
２の暗い領域及び明るい領域の位置、寸法、色等を変更しても良く、一般的には、それら
の形状をも変更しても良い。ムーン表示器２のグラフィックデザインの考えられる多くの
変形例の１つを、例示として、図３ａ～図３ｄ及び図４ａ～図４ｄに示す。これらの図は
、前に説明した図１ａ～図１ｄ及び図２ａ～図２ｄと類似している。
　この場合のムーン表示器２のグラフィックデザインは、ムーンダイヤル１の窓１ａ、１
ｂの寸法と一致する半径を有する２つの弧状の分離線によって互いに対して境界決めされ
た、ムーン表示器の暗い領域と明るい領域とからなる。かくして、図３ｂから分かるよう
に、ムーン表示器２の表面の背景は、明るい半部と暗い半部とに分割され、窓１ａ、１ｂ
の寸法と一致する半円部が、下側ディスク２の中心の左右両側の暗い領域を拡張している
。
【００１１】
　図４ａ及び図４ｂは、図３ｂによるムーン表示器２の背景イメージについて、２つのデ
ィスク１、２の相対回転の間に現れる４つの関連した相対的な配置を再現している。これ
らの４つの相対的な配置は自明である。図３ｃ及び図３ｄの矢印で示すように、ムーンダ
イヤル１が静止したムーン表示器２上で時計方向に回転すると仮定すれば、満月（図４ａ
）から欠けていく月（図４ｂ）及び新月（図４ｃ）を経て満ちていく月（図４ｄ）までの
、地球の北半球から見られる種々のムーンフェーズが示される。ムーンフェーズ表示機構
の第２の実施形態によれば、ムーンダイヤル１の窓１ａ、１ｂ並びに上述した図３ｂによ
るムーン表示器２の背景デザインにより、所定の予め決められた半球のためのムーンフェ
ーズを、月面の照明部分の位置が現実のものに近くなるように再現することが可能である
。図示の例は、北半球のものである。例えば、ムーン表示器２の背景イメージを、水平方
向の線に対して反転させることによって変化させると、ムーンフェーズを、地球の南半球
から見るのとほぼ同じように示すことができる。このことは、ムーンダイヤル１をもう一
方の方向に回転させることによっても可能である。上側ディスク１と下側ディスク２の相
対位置だけが問題となるので、もちろん、上述の２つの場合において、ムーンダイヤル１
が静止し且つムーン表示器２が回転されるように認識することも可能である。このことは
、第１の実施形態においても同様である。
【００１２】
　図５ａ～図５ｃは、ムーンフェーズ表示機構を駆動する歯車列の一例を含むムーンフェ
ーズ表示機構の実施形態を、上方からの図及び断面図で示している。この実施形態では、
特定の例を表すために、２つの窓１ａ、１ｂを有するムーンダイヤル１が図１ｂに示した
グラフィックデザインを有する静止したムーン表示器２の上で回転するものとする。
　ここでは、ムーンフェーズ表示機構は、理解しやすい例示である永久カレンダーを備え
た時計に一体にされているが、ムーンフェーズのためのすべての構成要素がこのムーンフ
ェーズ表示機構を表している図面に反映されているわけではない。図５ｂは、時計の文字
盤１０の下に位置する部品が破線で指示されている平面図である。図５ａは、時計の文字
盤１０なしの図面であり、２つの窓１ａ、１ｂを有するムーンダイヤル１が破線で示され
ている。
【００１３】
　２４時間で１回転する２４時車７が、日車６に取付けられている星型日車６ａを駆動す
るフィンガー７ａを支持している。かくして、この星型日車６ａは、１日に一回、通常は
真夜中ごろ、１歯だけ時計方向に前進させられる。次いで、日車６がムーンフェーズ中間
車５を介してムーン表示器車４を駆動する。図５ａの線Ａ－Ａにおける断面を表す図５ｃ
から特に分かるように、この実施形態では、ムーン表示器車４及びムーンダイヤル１は、



(6) JP 4339712 B2 2009.10.7

10

20

30

40

50

それらが同期して回転するようにシャフト３によってしっかりと連結されている。ムーン
ダイヤル１は、文字盤１０と同じレベルにあり、文字盤１０の中の回転要素の１種類であ
る。
　ムーン表示器２は、ムーン表示器車４とムーンダイヤル１との間の安全な距離のところ
に配置されている。ムーン表示器２は、その中心に、上述したシャフト３の通路として使
用するための孔２ｃを有している。ムーン表示器２は、図５ａ及び図５ｂに示すように、
例えば、プレート８に２つのファスナーで取付けられ、ブリッジ９の延長部の１種類とし
て機能し、その結果、ムーン表示器車４、シャフト３及びムーンダイヤル１からなる組立
体は、ムーン表示器２をわずかな遊びをもって包囲すると共に、プレート８に回転可能に
取付けられる。
【００１４】
　星型日車６ａを駆動する上述の２４時車７は、１２時間で１回転し且つ図５Ｃに示して
いない時車を介してダイヤル歯車列によって駆動される。
【００１５】
　変形例として、星型日車６ａが２４時車７によって駆動されることを、星型日車６ａを
１日に１回真夜中ごろ１歯だけ前進させる切替えレバーによって実現しても良いし、或い
は、複雑時計と関連して十分良く知られている同様の手段によって実現しても良い。
【００１６】
　ムーンフェーズ表示機構のこの実施形態では、ムーンダイヤル１は、毎日、特定の角度
だけ回転させられる。特定の角度は、ムーンダイヤル１のために選択された回転速度に依
存し、例えば、ムーンダイヤル１の窓の寸法に応じて、ムーン表示器の上に４つの即ち２
つ以外の或る数の暗い円形領域を配置することもできるので、上記回転速度は、ムーン表
示器２のグラフィックデザインの機能に合わせて選択されなければならない。この回転速
度は、星型日車６ａとムーン表示器車４との間の適当な減速ギヤによって設定される。そ
の計算結果を、前に詳細に説明したムーン表示器２のグラフィックデザインの２つの異な
る例について以下に詳細に説明するが、その他の例については、それに応じて変更する必
要がある。図示した星型日車６ａとムーン表示器車４との間の減速は、この場合、関係す
る歯車である星型日車６a、日車６、ムーンフェーズ中間車５及びムーン表示器車４の歯
数及び暗い円形領域２ａの数によって与えられ、７：１８ｘ８３：４７ｘ８６：２＝２９
．５３０７３の値を有する。かくして、月の一周期をシミュレーションするために、ムー
ンダイヤル１は、２９．５３０７３日で半回転し、即ち、１日当たり約６．１°回転する
。かくして、それによって生じる月の会合周期に対する誤差は、２９．５３０７３日－２
９．５３０５９日＝０．０００１４日と計算され、このことは、１年で０．００１７３日
のずれであり、約５７８年で１日のずれに等しい。
【００１７】
　ムーン表示器車4、シャフト３及びムーンダイヤル１の組立体がそれ自身を中心に約５
９日で１回転しているので、本実施形態では、ムーンダイヤル１に向けられたムーン表示
器２上の背景イメージを有するムーン表示器２の表面を、２つの窓１ａ、１ｂを通して連
続的に見ることができるようになり、従って、例示として図２ａ～図２ｄ及び図４ａ～図
４ｄを参照しながら説明したように、任意の時刻に観察されるムーンフェーズが文字盤１
０の上に表される。
【００１８】
　図６ａ～図６ｃは、ムーンフェーズ表示機構を駆動する歯車列を含むムーンフェーズ表
示機構の実施形態を上方から及び断面で見た図で示している。この実施形態では、２つの
窓１ａ及び１ｂを有するムーンダイヤル１が静止し、ムーン表示器２がムーンダイヤル１
の下で回転する。
　図６ｃから更に詳細に分かるように、この場合、２つの窓１ａ、１ｂを有するムーンダ
イヤル１と時計の文字盤１０とが単一部品で形成されるのが良い。前述のムーンフェーズ
表示機構と比較すれば、この実施形態では、ムーン表示器２がシャフト３に固着され、ム
ーン表示器車４と共に組立体を形成する。本実施形態では、時計の文字盤１０に一体にさ
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れているムーンダイヤル１とムーン表示器２との間の相対運動は、ムーン表示器２の回転
によって実現される。図６ａ及び図６ｂから分かるように、本実施形態では、２つの窓１
ａ、１ｂが上下方向の線に沿って配置されることが有利であるが、前述した実施形態のム
ーン表示器２上の２つの暗い円形領域のように、２つの窓１ａ、１ｂが図示の位置と異な
る位置に即ち異なる傾きで配置されていても良い。回転方向は、前に説明したように、表
すべき相対的な配置に適合させるのが良い。この実施形態では、ムーン表示器２の回転方
向は、前述した実施形態と同じ相対的な配置を達成するために、特に、前述した実施形態
のムーンダイヤル１の回転方向と反対でなければならない。
【００１９】
　従って、本発明によるムーンフェーズを表示するための機構は、地球上の観測者が見る
ことができる地球の北半球と南半球との間のムーンフェーズの違いを反映させてムーンフ
ェーズを表示することを可能にする。
　この目的は、簡単で効率的な仕方で達成され、本発明は、時計の永久カレンダー、指示
器パネル等、種々の仕方で使用されることが可能である。
　本機構の主な利点は、北半球及び南半球におけるムーンフェーズを別個に実物通りに表
示することを可能にすることにあり、第１の実施形態では、それらを同時的に表示する。
第１の実施形態では、更に、回転式のムーン表示窓によるムーンフェーズの回転式表現が
、時計の文字盤の静止した窓から回転式の背景ディスクが見える在来の表現に対して有利
な相違を構成しており、デザイン的に非常に卓越している。更に、固定式の背景デザイン
を変化させることにより、ムーンフェーズを利用する多くの表現に対する制限は少ししか
存在しない。更に、このことは、本発明によるムーンフェーズ表示機構によって、非常に
簡易に、経済的に且つ効率的に認識される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１ａ】北半球と南半球のムーンフェーズを同時的に指示する、ムーンフェーズ表示機
構の第１の実施形態の、２つの窓を有する上側ディスクを示す概略図である。
【図１ｂ】北半球と南半球のムーンフェーズを同時的に指示する、ムーンフェーズ表示機
構の第１の実施形態の、グラフィックデザインを有する下側ディスクを示す概略図である
。
【図１ｃ】北半球と南半球のムーンフェーズを同時的に指示する、ムーンフェーズ表示機
構の第１の実施形態の上側ディスク及び下側ディスクを示す概略図である。
【図１ｄ】北半球と南半球のムーンフェーズを同時的に指示する、ムーンフェーズ表示機
構の第１の実施形態の、上側ディスク及び下側ディスクを組込んだ時計の概略図である。
【図２ａ】図１ａ～図１ｄのムーンフェーズ機構によるムーンフェーズの表示の１つを示
す図である。
【図２ｂ】図１ａ～図１ｄのムーンフェーズ機構によるムーンフェーズの表示の１つを示
す図である。
【図２ｃ】図１ａ～図１ｄのムーンフェーズ機構によるムーンフェーズの表示の１つを示
す図である。
【図２ｄ】図１ａ～図１ｄのムーンフェーズ機構によるムーンフェーズの表示の１つを示
す図である。
【図３ａ】前もって定めた特定の半球のムーンフェーズを指示する、ムーンフェーズ表示
機構の第２の実施形態の、２つの窓を有する上側ディスクを示す概略図である。
【図３ｂ】前もって定めた特定の半球のムーンフェーズを指示する、ムーンフェーズ表示
機構の第２の実施形態の、グラフィックデザインを有する下側ディスクを示す概略図であ
る。
【図３ｃ】前もって定めた特定の半球のムーンフェーズを指示する、ムーンフェーズ表示
機構の第２の実施形態の上側ディスク及び下側ディスクを示す概略図である。
【図３ｄ】前もって定めた特定の半球のムーンフェーズを指示する、ムーンフェーズ表示
機構の第２の実施形態の、上側ディスク及び下側ディスクを組込んだ時計の概略図である
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【図４ａ】図３ａ～図３ｄのムーンフェーズ機構によるムーンフェーズの表示の１つを示
す図である。
【図４ｂ】図３ａ～図３ｄのムーンフェーズ機構によるムーンフェーズの表示の１つを示
す図である。
【図４ｃ】図３ａ～図３ｄのムーンフェーズ機構によるムーンフェーズの表示の１つを示
す図である。
【図４ｄ】図３ａ～図３ｄのムーンフェーズ機構によるムーンフェーズの表示の１つを示
す図である。
【図５ａ】本発明によるムーンフェーズ機構を駆動する歯車列の一例を示す平面図である
。
【図５ｂ】本発明によるムーンフェーズ機構を駆動する歯車列の一例を示す平面図である
。
【図５ｃ】本発明によるムーンフェーズ機構を駆動する歯車列の一例を示す横断面図であ
る。
【図６ａ】本発明によるムーンフェーズ機構を駆動する歯車列の他の例を示す平面図であ
る。
【図６ｂ】本発明によるムーンフェーズ機構を駆動する歯車列の他の例を示す平面図であ
る。
【図６ｃ】本発明によるムーンフェーズ機構を駆動する歯車列の他の例を示す横断面図で
ある。
【符号の説明】
【００２１】
１　　上側ディスク、ムーンダイヤル
１ａ、１ｂ　　窓
２　　下側ディスク、ムーン表示器
２ａ　暗い領域
２ｂ　明るい領域
３　　シャフト
４　　ムーン表示器車
５　　ムーンフェーズ中間車
６　　日車
６ａ　星型日車
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